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第
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三
二

円
光

の
世
俗

の
五
戒
と
花
郎
集
団
に

つ
い
て

福

士

慈

稔

新
羅
仏
教
を
研
究
す
る
に
際
し
、
最
初
に
論
究
せ
ね
ば
な
ら
な
い
も

の
の
一
つ
に
花
郎
集
団
及
び
弥
勒
信
仰
の
問
題
が
あ
る
。
花
郎
集
団
と

は
新
羅

・
百
済

・
高
句
麗
の
三
国
時
代
に
於
て
、
新
羅
が
半
島
を
統

一

す
る
に
至
る
原
動
力
と
な

っ
た
武
士
集
団
で
あ
る
。
そ
の
制
定
年
次

・

目
的
に
関
し
て
は
未
だ
決
定
的
な
論
究
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難

く
、
花
郎
集
団
と
弥
勒
信
仰
と
の
結
合
時

に
関
し
て
も
問

題

が

存

す

る
。
こ
の
小
論

で
は
男
性
花
郎

の
制
定
年
を
真
興
王
三
十
七
年

(
五
七

六
)
・制
定
の
目
的
を
人
材

の
登
用
と
軍
事
的
訓
練
と
し
、
花
郎
集
団
初

期
に
於

て
は
弥
勒
信
仰

の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
立
場
に
立
脚

し
、
花
郎
集
団
と
弥
勒
信
仰
と
の
結
合
時
に
関
し
て
少
し
く
論
じ
る
。

新
羅

に
於
け
る
弥
勒
信
仰
に
つ
い
て
は
、
法
興
王
十
四
年

(
五
二
七
)

の
仏
教
公
認
後
、
覚
徳
が
仏
含
利
を
齎
ら
し
、
中
国
僧
明
観
が
経
論
千

七
百
余
巻
を
齎
ら
し
た
と
さ
れ
、
真
平
王
代

(
五
七
九
-
六
三
二
)
ま

で
を
期
限
と
す
る
と
、
安
弘

・
安
含

・
智
明

・
曇
育

・
円
光
等
、
そ
の

他
多
く

の
求
法
僧
が
帰
国
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
彼
ら
の
事
跡
か
ら

は
弥
勒
経
典

の
将
来
及
び
弥
勒
信
仰
の
実
態
を
窺
う
こ
と

は

で
き

な

い
。
仏
像
か
ら
考
察
す
る
と
、
「
三
国
遺
事
」
中
の
弥
勒
像
に
つ
い

て

の
記
載
は
、
真
智
王
代

(
五
七
六
-
七

九
)

の
興
輪
寺
縁
を
除
く
と
他

は
全
て
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
中
頃
ま
で
に
集
中
し
て
い
る
。
現
存
す
る

仏
像
も
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
蔵
の
金
銅
半
蜘

思
惟

像

(
国
博
像
)
を

(1
)

百
済
作
と
み
る
と
主
尊
と
な
り
う
る
大
規
模

な
も

の
は
七
世
紀
以
降
と

な
り
、
新
羅
に
於
け
る
弥
勒
経
典
に
関
す
る
著
作

の
降
盛
期
と

一
致
す

る
。史

料
に
於
け
る
最
初
の
弥
勒
関
係
の
記
載

は
、
先
の
真
智
王
代
で
弥

勒
像
降
盛
期
よ
り
数
十
年
も
早
い
。
「
三
国
遺

事
」
弥
勒
仙
花
未

尸
郎

(
2
)

真
慈
師
条

に
よ
る
と

「
真
智
王
の
代
に
及
び
、
興
輪
寺
に
僧
真
慈
な
る

も
の
あ
り
。
毎
に
堂
主
弥
勒
像
の
前
に
就
き
原
し
み
て
誓
言
を
発
す
。

願
は
く
ば
我
が
大
聖
、
化
し
て
花
郎
と
な
り
世
に
出
現
せ
ん
こ
と
を
。

我
れ
常
に
膵
容
に
親
近
し
奉
じ
て
以
て
周
旋

せ
ん
と

(略
)
。
一
夕
、
夢

に
僧
あ
り
。
謂

っ
て
日
く
、
汝
熊
川
の
水
源
寺
に
往
か
ば
弥
勒

の
仙
花

を
見
る
を
得
ん
と
。
(略
)
王
之
を
敬
愛
し
、

奉
じ
て
国
仙

を

為

せ

る

に
、
其

の
子
弟
に
和
睦
し
礼
義
風
教
な
る
こ
と
常
に
類
せ
ず
」
と
記
さ
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れ
て
お
り
、
男
性
花
郎
制
定

の
数
年
後
に
花
郎
集
団
と
弥
勒
信
仰

の
結

合
が
な
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
条
に
は
若
干
の
問
題
が
存

す
る
。
な
か
で
も
特
に
問
題
と
す
べ
き
は
、

(一)
興
輪
寺

の
主
尊
が
弥
勒
と
さ
れ
る
こ
と
。

(二)
弥
勒
を
求
め
て
熊
川
に
行

っ
た
こ
と
。

(三)
出
自
不
明
の
未
戸
郎
が
花
郎
に
な

っ
た
こ
と
。

(3
)

以
上
の
三
点
で
あ
る
。
(
一
曰
)に
つ
い
て
は

「
三
国
遺
事
」
密

本

推

邪

条

に
、
武
烈
王
代

(
六
五
四
-
六
一
)
の
大
臣
金
良
図
が
仏
法
に
帰
依
し
、

興
輪
寺

の
主
仏
で
あ
る
弥
陀
尊
像
と
左
右

の
菩
薩
の
塑
像
を
造
り
、
金

色
で
堂

の
壁
画
を
描
か
せ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
八
世
紀
の
甘
山
寺
で

(4
)

は
弥
勒

・
弥
陀
を
金
堂

・
講
堂
そ
れ
ぞ
れ
に
奉
安
し
た
例
も
あ
る
が
、

興
輪
寺

に
於
て
は
金
堂

・
講
堂

の
存
在
が
確
認
で
き
ず
、

主
尊
が
弥
勒

か
弥
陀

か
の
問
題
が
あ
る
。
(口
)に
つ
い
て
は
、
百
済
で
は
聖
王
十
九
年

(
五
四
一
)
の
仏
師
来
朝
に
起
因
し
以
後
頻
繁
に
弥
勒
像
が
造
立
さ
れ
た

こ
と
、
日
本

へ
の
仏
教
伝
来
時
の
仏
像
が
弥
勒
像
と
さ
れ
、

五
八
四
年

に
甲
賀

氏
が
百
済
か
ら
弥
勒
石
像

一
体
を
持
ち
帰

っ
た
こ
と
、
又
、
新
羅

か
ら
弥
勒
像
が
日
本
に
来
た
の
が
六
二
一一年
と
百
済

に
比
し
て
遅
れ
る

こ
と
か
ら
も
、
真
慈
の
頃
、
百
済
で
は
新
羅
よ
り
も
弥
勒
像
造
立
が
盛

ん
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
又
、
武
王
代

(六
〇
〇
-
四

一
)
初
期

に
、
竜
華
山
の
麓

で
弥
勒
仏
が
出
現
し
た
こ
と
に
よ
り
創
建
さ
れ
た
弥

勒
寺
の
規
模
が
東
洋
最
大
級
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
も
百
済
の
弥
勒
信
仰

の
降
盛
ぶ
り
が
窺
え
る
。
こ
こ
で
百
済

の
弥
勒
信
仰
が
新
羅
に
与
え
た

影
響
と
共
に
、
真
慈

の
頃
の
新
羅
で
の
弥
勒
像

・
弥
勒
信
仰
の
実
態
を

考
え
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
(曰
)に
つ
い
て
は
、
花
郎
に
な
り
う
る
出
自

(
5
)

を
真
骨
と
す
る
と
、
出
自
不
明
の
人
物
が
貴
族

の
若
者
集
団
で
あ
る
花

郎
集
団
の
指
導
者
と
な
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

り
、
い
わ
ゆ
る
下
層
階

級
か
ら
の
登
用
に
し
て
も
元
聖
王
四
年

(七
八
八
)
に
読
書
三
品

科

が

(6
)

定
ま
る
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
ず
、
未
戸
郎
花
郎
説

に
疑
問
が
生
じ
て
く

る
。
以
上
の
点
か
ら
考
察
す
る
と
、

こ
の
条

の
み
に
よ

っ
て
花
郎
集
団

と
弥
勒
信
仰
と
の
結
合
時
を
捉
え
る
の
は
説
得
力
に
欠
け
る
と
考
え
ら

れ
る
。
真
興
王

・
真
智
王
代
に
於
て
出
自

の
分
明
す
る
花
郎
は
史
料
上

見
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
真
平
王

(
五
七
九
-
六
三
二
)
以
後

に
限
ら
れ

(7
)
(
8
)

る
。
又
、
「
三
国
遺
事
」
考
昭
王
代
竹
旨
郎
条

に
、
朔
州
都
督
使

述

宗

公
が
竹
旨
嶺
で
知
り
合

っ
た
居
士
を
嶺
上

の
北
峰
に
葬
り
、
石

で
弥
勒

像
を
造
り
墓

の
前
に
建
て
た
と
こ
ろ
、妻
が
身

ご
も
り
竹
旨
が
生
ま
れ
、

竹
旨
は
成
長
し
花
郎
と
な
り
金
庚
信
と
共
に
三
韓
を
統

一
し
た
、
と
い

(9
)

う
こ
と
が
記
さ
れ
、
「
三
国
史
記
」
列
伝
金
庚
信
条
に
、
六
〇
九
年
庚
信

が
十
五
歳
で
花
郎
と
な

っ
た
時
、
彼
の
徒
を
竜
華
香
徒
と
呼
ん
だ
、
と

あ
る
等
、
真
平
王
代
に
至

っ
て
初
め
て
、
実
在

の
入
物
で
出
自

の
明
確

な
花
郎
と
弥
勒
と
の
結
合
が
顕
著
と
な
る
。

花
郎
集
団
と
仏
教
思
想
と
の
結
合
に
つ
い
て
は
、
六
〇
〇
年
に
晴
か

ら
帰
国
し
た
円
光
の

「世
俗
の
五
戒
」
に
注
目

し
た
い
。
「
三
国
史
記
」

(10
)

列
伝
貴
山
条
に
、
貴
山
と
箒
項
が
円
光
に
終
身
之
誠
の
教
示
を
求
め
た

時
、
円
光
は

「仏
戒
に
菩
薩
戒
あ
り
、
そ
の
別

に
十
あ
り
、
汝
等
は
人

円
光
の
世
俗

の
五
戒
と
花
郎
集
団

に
つ
い
て

(福

士
)

一
三
三
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円
光

の
世
俗

の
五
戒
と
花
郎
集
団

に

つ
い
て

(福

士
)

一
三
四

の
臣
子
た
り
、
恐
ら
く
は
堪
ゆ
る
能
わ
ず
」
と
し

て
、

一
日
事

君

以

忠
、

二
日
事
親
以
孝
、

三
日
交
友
以
信
、
四
日
臨
戦
無
退
、

五
日
殺
生

有
択
、

以
上

の

「世
俗
の
五
戒
」
を
教
示
し
た
こ
と
が
記

さ

れ

て

い

る
。
「世
俗
の
五
戒
」
に
関
し
て
は

「提
謂
波
利
経
」
・
「
顔
氏
家
訓
」
帰

(
1
1
)

心
篇
等

の
影
響
が
窺
わ
れ
る
と
い
う
見
解
が
あ
り
、
円
光
が
求
法
以
前

は
儒
教

に
精
通
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
五
戒
中
の

一
・
二

二
ご
に
は
、

五
戒
五
常

一
致
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
臨
戦
無
退

・
殺
生
有
択
は
、

(
12
)

円
光
の
浬
葉
経
研
究
か
ら
も
考
え
ら
れ
る
が
、
当
時
の
三
国
間
の
状
況

か
ら
、
新
羅
社
会
の
要
求
に
応
え
た
も

の
と
い
え
る
。
又
、

こ
の

「
世

俗

の
五
戒
」
が
花
郎
集
団

の
基
本
理
念
と
な

っ
た
こ
と
の

一
例
と
し
て

(
13
)

は

「
三
国
遺
事
」
二
恵
同
塵
条
に
、
花
郎
の
好
世
俗
と
親
交
が
あ

っ
た

僧

の
恵
宿
が
、
花
郎
盟
呂
公
の
猟
を
諌
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、

殺
生
有
択
の
影
響
が
窺
わ
れ
る
。

円
光

に
対
し
、
占
察
会
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
、
円
光
を
弥
勒
信
仰
の

(
14
)

徒
と
考
え
る
向
き
が
あ
る
。
し
か
し
、
占
察
会
の
所
依
経
典

「
占
察
善

悪
業
報
経
」
に
は
、
弥
勒

の
名
は

一
度
も
顕
わ
れ
ず
、

八
世
紀
の
中
頃

の
真
表

に
至
り
初
め
て
、
新
羅
に
於
て
独
自
に
占
察
会
中
地
蔵

・
弥
勒

の
融
合
が
な
さ
れ
た
も

の

で

あ

る
。
七
世
紀
の
円
光
の
頃
は
、
中
国

(広
州
.
青
州
)
に
流
行
し
て
い
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
行
な

っ
た

に
す
ぎ

ず
、
そ
れ
を
し
て
円
光
を
弥
勒
信
仰

の
徒
と
す
る
に
無
理
が
あ
ろ
う
。

又
、
弥
勒
信
仰
を
戒
律
主
義
と
捉
え
、
円
光
の

「
世
俗
の
五
戒
」
を
弥

(
15
)

勒
戒
律
主
義
の
帰
結
と
す
る
示
唆
に
富
む
見
解
が
あ
る
が
、
円
光
の
僧

伝
を
み
る
限
り
に
於
て
円
光
と
弥
勒
と
の
関
係
を
見
出
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
現
段
階
で
は
花
郎
集
団
に
於
け
る
円
光
の
果
し
た
役
割

は
、
花

郎
集
団
の
理
念

の
中
に
仏
教
的
要
素
を
与
え

た
と
い
う
に
留
め
る
。

真
平
王
代

(
五
七
九
-
六
三
二
)
、特

に
七
世
紀
に
入

っ
て
か
ら
、
花
郎

は
金
庚
信

・
欽
春

・
近
郎

・
竹
旨
郎

・
好
世
郎

・
盟
呂
公

・
居
烈
郎

・

実
処
郎

・
宝
同
郎
と
九
名
を
数
え
、
降
盛
を
極
め
、
又
、
同
王
代
か
ら

出
自

の
明
確
な
実
在
の
花
郎
と
弥
勒
と
の
結
合
が
な

さ

れ

る
。
そ

し

て
、
円
光
以
前
に
花
郎
の
理
念
中
に
仏
教
的
要
素
を
見
出
せ
ず
、

円
光

に
弥
勒
信
仰
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
も
、
花
郎
と
弥
勒

の
結
合
は
真
平
王
代
中
六
〇
〇
年
以
降
と
考

え

ら
れ

る
。
又
、
外
的

要
因
を
捉
え
る
な
ら
ぽ
、
階
末
大
業
六
年

(六

一
〇
)
、
同
九

年

(
六
一

(
16
)

三
)
の

「
弥
勒
仏
出
世
」
を

唱
え
て
立
上

っ
た
弥
勒
教

の
乱
に
注
目
で

き
よ
う
。
反
体
制
的
な
民
衆
反
乱
と
護
国
の
為

の
集
団
と
で
は
本
質
的

に
異
な
る
が
、
花
郎
降
盛
期
と
時
を
同
じ
く

し
て
お
り
、
少
な
か
ら
ぬ

影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
も
か
く
も
、
花
郎
制
定
時
に

於
い
て
は
花
郎
と
弥
勒
信
仰
と
の
結
合
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
両
者
が

結
び

つ
く
の
は
六
〇
〇
年

の
円
光
の

「世
俗

の
五
戒
」
以
後
と
考
え
る

次
第
で
あ
る
。
以
上
、
紙
幅

の
都
合
上
概
略

を
述
べ
た
に
す

ぎ

な

い

が
、
「
世
俗
の
五
戒
」
、
「
円
光

の
弥
勒
信
仰
」
等
に
つ
い
て
は
稿

を

改

め
論
究
し
て
み
た
い
。
(註
略
)

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

花
郎
、
円
光
、
世
俗
の
五
戒
、
弥
勒
信
仰

(立
正
大
学
大
学
院
)

-646-


